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第２回桜区「区の花・区の木」策定委員会議事録 
 
 
 
１ 日 時  平成２２年１２月２日（木） １４時００分～１５時００分 
 
２ 会 場  桜区役所３階 第１会議室 
 
３ 出席者  【委 員】細川会長、中村副会長、小堀委員、山本委員、清水委員、 

菊地委員、岡田委員、増岡委員 
       【事務局】本澤区民生活部長、蔵方コミュニティ課長、立石係長、石井主事 
 
４ 会議の詳細 
 
 
１ 開会 
 
 
 （定足数確認） 

 
 
 
  （傍聴者の確認）
 
 
２ 会長あいさつ 
 
 
 
 
 
 
３ 議題 
 
 
 

  
１４時００分、第２回桜区「区の花・区の木」策定委員会を開会し

た。 
 
 本委員会委員総数８名のうち、８名全員の出席により、本委員会

設置要綱第６条第２項に規定する「委員の過半数」を満たしている

ことを確認した。 
 
 当会議の傍聴者は０名であることを確認した。 
 
 
（会長） 
前回の第１回委員会では活発にご意見をいただき、ありがとうご

ざいました。今回は「区の花・区の木」の決定、活用方法等につい

て審議しますが、前回同様、活発に様々なご意見・ご感想をいただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 
 
 
（事務局） 
 これより議事に入る。本委員会設置要綱第６条の規定により、議

長を細川会長にお願いしたい。 
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（１） 
「区の花・区の木」

 の決定について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（会長） 
 暫時、議長を務めるので、ご協力をお願いしたい。 
まず、議題（１）「区の花・区の木」の決定にあたり、区民投票の

実施結果について、事務局より説明をお願いしたい。 
 
（事務局） 
「区の花・区の木」の投票結果については、資料１にまとめてい

る。資料１の１枚目は投票場所・期間・投票数一覧、２、３枚目は

集計結果となっている。 
まず、１枚目の投票場所・期間・投票数一覧をご覧いただきたい。

投票は、８月２３日（月）から１０月２３日（土）の２ヶ月間、桜

区内の各所において行った。投票箱の設置場所とそれぞれの期間、

投票数については一覧のとおりである。上の段は投票箱を設置した

会場をまとめており、第１回委員会において委員の皆様よりご提案

いただいた、体育館、大型商店、総合病院にも設置を行った。合計

２１箇所に設置し、１，１４６票が集まった。下の段になるが、積

極的に投票をお願いするため、投票箱設置場所以外にも、委員の皆

様にご協力いただいたり、各団体に呼びかけたりし、６８９票が集

まった。投票箱設置場所とそれ以外、合わせて１，８３５票が集ま

った。 
次に、２枚目の区民投票集計結果をご覧いただきたい。「区の花」

は、サクラソウに１７０８票、その他の花に８３票が入った。サク

ラソウに票を入れた方の割合は、９３％となった。「区の木」は、サ

クラに１６１９票、その他の木に１３７票が入った。サクラに票を

入れた方の割合は、８９％となった。投票された方の情報について

は、まず性別は女性が９７９人、男性が６０３人だった。年齢は、

６０歳以上の方が７８１人で４２％と一番多くなっているが、他の

年代の方にも、まんべんなく投票いただいている。桜区との関係に

ついては、在住の方が１３３１人で７２％と一番多くなっている。 
３枚目のＡ３サイズの集計については、それぞれの投票場所など

で、例えばサクラソウに何票、その他の花に何票が入ったのか、投

票者は男性が何名、女性が何名なのか、という情報がわかるものと

なっているので、後でご覧いただきたい。 
 
（会長） 
 事務局より説明があったが、質問等はあるか。 
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（委員） 
 桜区在住の方のうち、サクラソウとサクラに投票した方の割合は

わかるか。実際に桜区にお住まいの方の意見が重要となると思う。 
 
（事務局） 
 クロス集計は行っていないため、現在、情報がない。ただ、サク

ラソウ以外とした方が１２７人、サクラ以外とした方が２１６人で、

それが仮に全員桜区在住の方だとしても、サクラソウがよいとする

桜区在住の方が１２０４人、サクラがよいとする桜区在住の方が１

１１５人となり、それなりの賛同はいただいているものと考えられ

る。  
 
（委員） 
サクラ以外として、ケヤキと書いている方が２９人となっている。

これは、埼大通りから続くケヤキや、大久保の大ケヤキが理由だと

考えられる。しかし、サクラに投票した方の割合が８９％、また、

サクラソウに投票した方の割合が９３％と圧倒的な数字になってお

り、「区の花」はサクラソウ、「区の木」はサクラでよいと思う。 
 
（委員） 
 ケヤキもたくさん植えてあるが、ケヤキにしてもサクラにしても

散った葉の掃除が大変で、住民は長年それに付き合っている。しか

しながら、サクラについては、花を観賞したり、葉を食したりする

ことができるので、同じ落葉樹でも癒される人が多いと思う。 
 
（会長） 
他に意見等がなければ、投票結果に基づき、「区の花」はサクラソ

ウ、「区の木」はサクラと決定してよいか。 
 
（委員全員） 
 異議なし。 
 
（会長） 
 では、「区の花」はサクラソウ、「区の木」はサクラを本委員会か

ら区長への報告としたい。 
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（２） 
「区の花・区の木」

 の活用について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（会長） 
次に、議題（２）「区の花・区の木」の活用について、事務局より

説明をお願いしたい。 
 
（事務局） 
 「区の花・区の木」の活用については、資料２をご覧いただきた

い。事務局が考えた活用方法の案をいくつか挙げている。 
まず１つ目は、区の花と区の木を使用したロゴマークを作成し、

区役所で使用する封筒・名刺や、市報さいたま桜区版などに利用す

る。また、区民も利用できるよう、桜区ホームページからダウンロ

ードができるようにする。 
２つ目は、「さくら草まつり」や「桜区区民ふれあいまつり」等の

地域イベントにおいて、区の花と区の木を紹介する。制定の経緯や、

先程、サクラソウとサクラということになったので、その種類や、

サクラソウの育て方の紹介などが考えられる。 
３つ目は、区の花の開花時期に合わせ、区役所やもし可能であれ

ば西浦和駅など、区内の各所において区の花の展示会を行う。現在、

区主催では、サクラソウの展示会を区役所内のみにおいて行ってい

るが、区内の各所で行えば、さらに多くの方に鑑賞していただくこ

とができる。 
４つ目は、区の花と区の木の自生地や植栽箇所を掲載したマップ

を作成する。例えば、プラザウエスト周辺には様々な種類のサクラ

が植えられているが、そのマップを作ったり、区内のサクラの名所

のマップを作ったりすることができる。 
５つ目はコンサート及び鑑賞会の開催が考えられる。桜区では年に

５回ほど、プラザウエストの１階ロビーにおいてロビーコンサート

を行っている。このコンサートを区の花や区の木の開花時期に合わ

せて開催する。コンサートでは区の花や区の木にちなんだ曲等を演

奏する。サクラソウの曲はあまりないかもしれないが、サクラでし

たら曲がいろいろとあると思う。このコンサートの後、ロビーの外

に出ていただければすぐにプラザウエスト内にサクラが咲いている

ので、そのまま鑑賞していただくことができる。 
 
（会長） 
事務局より説明があったが、何か意見はあるか。また、他に活用

案があれば、発言をお願いしたい。 
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（委員） 
今回、１０区で「区の花」を制定することになるが、１０区共通

で決まっている活用方法はあるのか。 
 
（事務局） 
まだ来年度のことであり確定はしていないが、１つは「市報さい

たま」５月号において、１０区の「区の花」を掲載するという案が

ある。また、おそらく咲いたまつりに合わせて、１０区の「区の花」

を披露するような機会を設けるということを聞いている。 
 
（委員） 
 例えばロゴマークなどの活用方法は区単位でよく、１０区共通で

これにロゴマークを使うというような決まりはないということか。 
 
（事務局） 
 今のところそのような決まりはない。 
緑区のホームページに、緑区の花・木・鳥が決まりましたという

コンテンツがあり、これに緑区の花・木・鳥を入れたデザインが表

示されている。このデザインを使い続けるのか緑区に確認していな

いが、このようなデザインを桜区でも作ることができればと考えて

いる。サクラソウでもサクラでも種類がたくさんあるので、桜区の

デザインというのを決めておかないと、今後使いづらいのではない

かと考えている。 
 
（委員） 
 せっかく「区の花・区の木」が決まるので、それを区民の皆様に

周知する手段として、ロゴマークを作ったら、ポスター化し、区内

の公共施設や、人がたくさん集まる病院等の施設に貼ってはどうか。

おそらく事務局では様々な機会をとらえて「区の花・区の木」をア

ピールしていくと思うし、区報にも掲載すると思うが、広くポスタ

ーを掲出すればさらに身近に感じてもらえるのではないかと思う。 
 
（委員） 
 ロゴマーク化する際には、サクラソウは田島ケ原サクラソウ自生

地の純血種にするのか、といった問題も検討してほしい。自生地に
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しても今は大変少ないが白いサクラソウもある。また、自生地のサ

クラソウが年々減ってきていると聞く。 
 
（委員） 
 自生地については、国天然記念物にあたるので、市の文化財保護

課で現在、保全に力を入れていると聞く。自生地の周辺が開発され

ることによっても花粉を運ぶ蜂が減るなどし、サクラソウの数は減

ってしまうので、サクラソウの生えている部分のみならず周りも野

焼きし、周辺環境を整える取り組みをしているようだ。 
  
（事務局） 
 先程ご提案いただいたポスターの中に、自生地保全のメッセージ

を入れ、あわせて周知することもよいのではないかと思う。 
 
（委員） 
 ロゴマークは業者に作成を頼むのか。 
 
（事務局） 
 公募する場合でも、最後の調整・デザイン化はプロに頼むのが通

常であるので、事務局では頼みたいと考えているが、具体的には未

定である。 
 
（会長） 
この場ではなく、今後、新たな活用方法を思いついた場合などは

どうなるのか。 
 
（事務局） 
資料に載せたものはあくまでも現時点での活用方法案であるの

で、他に素晴らしい使い方があったときには、ぜひコミュニティ課

へお知らせいただきたい。 
 
（会長） 
 他に意見がないようなので、活用方法については、ご意見のあっ

た周知ポスターの作成、自生地保全も関連させるということを含め、

区長へ提案したい。 
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（３） 
区長への報告 

について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（会長） 
 議題（３）区長への報告について、事務局より説明をお願いした

い。 
 
（事務局） 
 区長への報告については、資料３をご覧いただきたい。案となっ

ており、１枚目は提出についての文書となっている。次に冊子にな

っているものが、策定報告書である。策定報告書のスタイルは市の

他の審議会から出された報告書を参考にしている。 
 構成は、まず目次がある。１番の「はじめに」で会長からのこと

ばを載せていただくものとなっている。２番が区の花と区の木の決

定方法、３番が区民投票の内容について、４番が先程決めていただ

いた区の花と区の木の決定で、ここにサクラソウとサクラが入るこ

とになる。５番の活用案は、先程審議いただいた内容が入る。この

後、４頁からは資料として、委員名簿、５頁には会議等がどのよう

な形で開かれたかという経過を載せている。６頁には投票用紙を載

せている。実物はＡ５サイズ、ピンク色の用紙に両面印刷のもので

あるが、報告書の中にはこのような形で載せたいと思う。７頁は、

先程見ていただいた資料１と同じものであるが、投票がどのような

場所で実施したのか、また投票数はどのくらいだったのかというこ

とを示すものとして、投票場所・期間・投票数一覧を付けている。

８、９頁も先程見ていただいた資料と同じであるが、グラフにした

ものを載せたいと考えている。最後の頁は、本委員会の設置要綱と

なっている。 
 
（会長） 
 事務局から説明があったが、このことについて意見はあるか。 
 
（委員） 
 初めて見る人にも流れも結果もわかりやすいものとなっており、

よいと思う。 
 
（会長） 
 他に意見がないようなので、報告については、事務局からの案で

進めてよいか。 
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４ その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（各委員） 
 異議なし。 
 
（会長） 
それでは、事務局にはこの案を元に報告書の作成をお願いしたい。

続いて、報告の日であるが、せっかく決まったので年内に報告した

いと思う。桜区長のスケジュールについて事務局は確認しているか。

 
（事務局） 
 １２月中だと、桜区長は１４日が一日あいており、もし会長をは

じめ委員の皆様の都合がよければ、この日に報告会を開催させてい

ただきたいと考えている。 
 
（会長） 
 １２月１４日は午後ならば私もあいている。この日に報告会とし

てよいか。 
 
（各委員） 
 異議なし。 
 
（会長） 
 都合があるかと思うが、各委員にはできる限り出席していただき

たい。 
 議事は以上で終了とする。 
 

 
（事務局） 
 連絡をさせていただく。本日決定した「区の花・区の木」の区長

への報告会については、後日委員へ開催のお知らせを送付する。 
 報告書の案は書いていない部分があるが、これはこの後会長と詰

めさせていただき、完成を報告会までに進める。最終案ができた段

階で、委員の皆様に送付させていただく。 
今後のスケジュールについては、報告会において区長が報告を受

けた後、区長がさいたま市長あてにさらに報告をし、区の花が制定

される流れになる。 
桜区では、制定された後に区の花の発表として、緑区や南区と同
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５ 閉会 
 

様に区のホームページ等に掲載し、区民の皆さんにお知らせしたい

と考えている。 
また、桜区では「桜区新春のつどい」を毎年開催している。おそ

らく日程は２月４日（金）になると思われる。これは、区内の各団

体の代表の方が出席する集まりとなっている。この会場で「区の花・

区の木」を発表したいと考えている。委員にもこの「新春のつどい」

にご参加いただきたく、後日案内を送付させていただく予定なので、

都合がよろしければご参加いただきたい。 
そして、繰り返しになるが、１０区での「区の花」の発表は来年

５月を予定している。 
連絡は以上である。以上をもって本日の会議は終了となるが、委

員の皆様から、何か他にあるか。無ければこれで終了とさせていた

だく。ご協力ありがとうございました。 
 

 
 １５時００分、第２回桜区「区の花・区の木」策定委員会を閉会

した。 
 

 


